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令和４年５月１１日（水）午後７時から宇治市立西小倉中学校で、第２回西小倉地域小中一貫校
整備検討委員会を開催し、各部会から検討状況の報告を行いました。学校部会からは、これまで５
回にわたる西小倉地域小中一貫校の検討状況や基本コンセプトシート、配置イメージ（案）につい
ての説明と質疑の内容について、地域部会からは、小中一貫校を核とするまちづくりを見据えた意
見交換の内容について報告がありました。引き続き、子どもたちにとってより良い教育環境を整え
ていくため、地域、保護者、学校関係者等の皆様のご意見をお聞きしながら西小倉地域の核となる
小中一貫校の１日も早い開校に向け、検討を進めます。

第２回整備検討委員会を開催しました

１．子どもたちが光り輝く小中一貫教育を推進する学校

２．多機能で変化に対応し、多様な教育課題に対応できる学校

３．安全・安心で、利用しやすく、子どもたちが楽しく通える学校

４．家庭・学校・地域が連携・協働し、互いの安心と信頼が生まれる、地域のシンボルとなる学校

【ご意見・お問合せ】

宇治市教育委員会 TEL：0774-20-8772
学校改革推進課 E-mail:gakkokaikaku@city.uji.kyoto.jp

（仮）西小倉地域小中一貫校整備の基本コンセプト

＜異学年の一体感を育む回廊型案＞

回遊性のある動線により異学年の一体感・交流
を促進する空間構成

＜校舎棟を南側に配置した従来型案＞

校舎棟を南側に一列に配置した視認性の高い従
来型の空間構成

【Ａ案】 【Ｂ案】

▲門、△昇降口を想定

※上の２案はあくまで現在の敷地に小中一貫校を建設する場合、現時点でのイメージ図であり、案自体が基本設計
となるものではありません。

会議の内容や資料
の詳細につきまし
ては、宇治市HPを
ご覧ください。→
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